
平成１９年９月１０日

【照会先】

社会保険庁総務部職員課

（ ）課 長 眞柴 博司 内線 3521
（ ）上席調査官 小野塚 一幸 内線 3522

直通：０３－３５９５－２７０９

社会保険庁職員による横領等事案の追加・再整理について

社会保険庁職員による横領等事案については、去る９月３日に「社会保険庁職員に

よる横領等事案調査結果」を、９月７日にその一部修正について発表したところです

が、今般、舛添大臣のご指示により、社会保険庁職員による横領等事案について追加

及び再整理しましたので、別添のとおり発表します。



行為時 処分時

1 S38.12. 1
年金給付費
（178,000円）

S38.5～38.8
三重県民生部国民年金課
記録係長

津社会保険事務所
保険料課長

免職
　　　　（注１）

S38.12.13
S39. 6.15
不起訴

－ －
S38.12. 3
全額返済

未公表

2 S39. 4.23
年金給付費
（301,200円）

S38.12～39.2
石川県厚生部国民年金課
一般職員

石川県厚生部国民年金課
一般職員

免職
捜査当局に
情報提供

（S39. 2.28）

S39. 3. 2
全国指名手配

－ － 全額返済
　　　　（注２）

公表

3 S39.11.17
船員保険料
（3,394,768円）

S37.9～39.8
宮城県民生部保険課
船員保険駐在員

仙台社会保険事務所
社会保険調査官

免職 S39.12.24 S41.11.30
S42. 8. 5
懲役２年

無し
     返済中
  返済額
  1,631,532円

　　　　（注２）

公表

4
　　　（注３）

(S40. 1. 8)
健康保険給付費
（982,104円）

S37.5～38.3
香川県厚生部保険課
一般職員

－
退職のため
処分できず

　　　　（注１）

S38. 4. 1
S38. 4.12

   S38.12.26
   懲役３年
   執行猶予４年

無し
S39.3

全額返済
　　　　（注２）

公表

5 S44. 5.19
健康保険給付費
（78,143円）

S42.9～43.4
沼津社会保険事務所
一般職員

沼津社会保険事務所
一般職員

停職１２月
告発していない
〔郵政が告発〕

S44. 7. 4
不起訴

－ －
S44. 5. 8
全額返済

未公表

6 S44. 9. 6
年金給付費
（1,167,100円）

S43.9～44.8
埼玉県民生部国民年金課
一般職員

埼玉県民生部国民年金課
一般職員

免職 S44. 8. 8 S44. 8.29
   S44.12.18
   懲役３年
   執行猶予３年

有り
S44.11.30
全額返済

　　　　（注２）

公表

7 S46.12.25
健康保険給付費
（210,320円）

S46.2～46.7
大分社会保険事務所
一般職員

別府社会保険事務所
一般職員

免職 S46. 9. 6 S46.10.11
   S47. 4.10
   懲役１年
   執行猶予３年

有り
Ｓ46. 9.30
全額返済

　　　　（注２）

公表

8 S47. 1.14
年金給付費
（569,000円）

S46.10～46.12
福岡県民生部国民年金課
福祉年金第１係主任

福岡県民生部国民年金課
福祉年金第１係主任

免職 告発していない － － －
S47. 1. 8
全額返済

未公表

9 S49. 9.20
返納金
（532,618円）

S47.1～49.4
岐阜社会保険事務所
収納係長

岐阜社会保険事務所
庶務係長

免職 告発していない － － －
S49. 8.29
全額返済

未公表

10 S53. 2.28
健康保険給付費
（669,695円）

S51.7～52.12
仙台南社会保険事務所
給付専門官

仙台南社会保険事務所
給付専門官

免職 告発していない － － － 未返還 未公表

11 S53.11.16
健康保険給付費
（2,764,928円）

S49.3～52.4
S53.1～53.9

日本橋社会保険事務所
健康保険給付係長
港社会保険事務所
社会保険調査官

港社会保険事務所
社会保険調査官

免職 告発していない － － －
S53.10.21
全額返済

未公表

（注２）「公表、未公表の別」欄の「公表」は、報道機関が独自取材により報道したもの。

（注３）　（　）内の年月日は監督者処分に係る年月日である。

項番 事案の発生時期 告発年月日等 起訴年月日等処分年月日 処分量定
横領した公金の種類

（横領金額）

被処分者の所属・役職
報道の有無

判　　決
（年月日・量刑）

社会保険庁職員による横領等事案（追加・再整理）

（注１）　残された書類等から告発されたものと推定される。

  公表、
  未公表の別

返済状況
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行為時 処分時
項番 事案の発生時期 告発年月日等 起訴年月日等処分年月日 処分量定

横領した公金の種類
（横領金額）

被処分者の所属・役職
報道の有無

判　　決
（年月日・量刑）

  公表、
  未公表の別

返済状況

12 S56. 9.26
健康保険給付費
（363,680円）

S56.7～56.8
七尾社会保険事務所
一般職員

七尾社会保険事務所
一般職員

免職
　　　　　(注１）

S56. 9.24
S56.12.25
不起訴

－ －
S56. 9.16
全額返済

　　　　（注２）

公表

13 S56.10.14
健康保険給付費
（2,790,584円）

S55.9～56.9
旭川社会保険事務所
一般職員

旭川社会保険事務所
一般職員

免職 S57. 2. 3 S57. 7.15
S57.10. 5

懲役１年８月
執行猶予３年

無し
（判決文）

S56. 9.29
全額返済

　　　　（注２）

公表

特例納付保険料
（121,060円）

S54.12 － － －
S57. 3.14
全額返済

年金給付費
(4,815,569円) S53.3～57.2

－ － －
S57. 3.16
全額返済

健康保険給付費等
（75,600円）

S44.8～45.3,S54.9 － － －
S57. 3.16
全額返済

15 S58. 3.23
年金給付費
（1,794,300円）

S57.4～57.11
奈良県民生部国民年金課
一般職員

奈良県民生部国民年金課
一般職員

免職 告発していない － － －
S58. 2.28
全額返済

未公表

16 S61. 3.10
年金給付費
（518,400円）

S60.7～61.2
社会保険庁年金保険部
支払第１２係長

社会保険庁年金保険部
支払第１２係長

免職 告発していない － － －
S61. 2.17
全額返済

未公表

17 S61. 3.10
年金給付費
（1,599,000円）

S60.9～60.12
社会保険庁年金保険部
一般職員

社会保険庁年金保険部
一般職員

免職 告発していない － － －
S61. 2.25
全額返済

未公表

18 S61. 6.12
厚生年金保険料等
（214,540円）

S60.9～61.3
八王子社会保険事務所
徴収第２係長

八王子社会保険事務所
徴収第１係長

免職 告発していない － － －
S61. 5. 7
全額返済

未公表

19
　　　（注３）

(S62. 3.31)
年金給付費
（2,221,680円）

S60.11～61.2
大森社会保険事務所
主任社会保険調査官

－
退職のため
処分できず

捜査当局に
情報提供

（S61.11.27）
S62. 3.25

   S62. 5.14
   懲役２年
   執行猶予５年

無し
（判決文）

S62. 4. 8
全額返済

　　　　（注２）

公表

20 S62.12.28
年金給付費
（1,646,000円）

S62.8～62.11
青森県生活福祉部
国民年金課
福祉年金第２係長

青森県生活福祉部
国民年金課
福祉年金第２係長

免職 告発していない － － －
S62.12. 9
全額返済

未公表

21 H 2. 6.28
返納金
（294,332円）

H元.7～元.11
社会保険業務センター
一般職員

社会保険業務センター
一般職員

停職２月 告発していない － － －
H 2. 6.13
全額返済

未公表

22 H 2.12.15
国民年金保険料
（368,840円）

H元.11～2.9
唐津社会保険事務所
適用指導官

佐賀社会保険事務所
医療相談官

免職 告発していない － － －
 H 2.11.26
全額返済

未公表

23 H 4. 7. 7
国民年金保険料
（441,600円）

H4.2～4.4
大月社会保険事務所
適用指導官

大月社会保険事務所
適用指導官

停職１２月 告発していない － － －
 H 4. 5.22
全額返済

未公表

（注２） 「公表、未公表の別」欄の「公表」は、報道機関が独自取材により報道したもの。

（注３）　（　）内の年月日は監督者処分に係る年月日である。

未公表

（注１） 残された書類等から告発されたものと推定される。

14 S57. 3.31
平社会保険事務所
船員保険調査官

平社会保険事務所
適用係長

免職 告発していない
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行為時 処分時
項番 事案の発生時期 告発年月日等 起訴年月日等処分年月日 処分量定

横領した公金の種類
（横領金額）

被処分者の所属・役職
報道の有無

判　　決
（年月日・量刑）

  公表、
  未公表の別

返済状況

24 H 4.11.30
健康保険給付費
（960,000円）

H4.7～4.8
玉出社会保険事務所
一般職員

玉出社会保険事務所
一般職員

免職 告発していない － － －
H 4.10.23
全額返済

未公表

25 H 7. 9. 8
年金給付費
（11,791,764円）

H5.6～7.6
墨田社会保険事務所
裁定係長

北社会保険事務所
国民年金調査官

免職
捜査当局に
情報提供

(H11. 1.22)
－ － －

H 7. 8.28
全額返済

公表

26 H 8. 6. 5
国民年金保険料
（834,780円）

H7.3
直方社会保険事務所
国民年金業務課長

福岡県民生部保険指導課
保険施設係長

免職
捜査当局に
情報提供

（H 8. 7.11）
－ － －

H 8. 4.23
全額返済

　　　（注２）

公表

27 H 8. 7. 1
船員保険給付費
（5,778,014円）

H6.7～7.12
茨城県福祉部保険課
一般職員

土浦社会保険事務所
業務係長

免職
捜査当局に
情報提供

（H11.10.26）
－ － －

H 8. 5.28
全額返済

未公表

28 H 9. 3.25
国民年金保険料
（4,456,800円）

H8.5～9.1
練馬社会保険事務所
国民年金調査官

練馬社会保険事務所
国民年金調査官

免職
捜査当局に
情報提供

(H11. 1.22)
－ － －

H 9. 1.27
全額返済

公表

29 H10. 1.21
健康保険給付費
（8,458,836円）

H9.2～9.11
札幌西社会保険事務所
適用・医療給付業務次長

札幌西社会保険事務所
適用・医療給付業務次長

免職
捜査当局に
情報提供

(H10. 2.23)
－ － －

H 9.12.17
全額返済

公表

30 H10. 3.30
年金給付費
（9,078,188円）

H元.5～10.2
社会保険業務センター
主任相談官

社会保険業務センター
主任相談官

免職
捜査当局に
情報提供

(H11. 1.22)
－ － －

H10. 3.30
全額返済

公表

国民年金保険料
（12,661,360円）

H6.8～8.6
　　　（注４）

H11. 8.12
債権消滅

年金給付費
（26,447,337円）

H8.8～10.8
　　　返済中
 　返済額
　　6,142,644円

32
       （注３）

(H11. 4.14)
国民年金保険料
（278，120円）

H8.8～8.9
城東社会保険事務所
一般職員

－
退職のため
処分できず

（退職金返納済）
H11.4.23

H11.12. 9
不起訴

－ －
H 8.12.25
全額返済

公表

33
　　　（注３）

(H11. 4.14)
還付金
（352,000円）

H6.2～10.7
城東社会保険事務所
国民年金業務係長

－
退職のため
処分できず

（退職金返納済）
H11.4.23

H11.12. 9
不起訴

－ －
H10.12. 2
全額返済

公表

34 H11. 4.14
国民年金保険料
（663,080円）

H10.8～10.11
高知東社会保険事務所
国民年金保険料係長

高知県健康福祉部
国民年金課付

免職 H11.4.15
H11.12.28
不起訴

－ －
H10.12.11
全額返済

公表

35 H11. 6.29
厚生年金保険料等
（545,160円）

H9.12～11.3
貝塚社会保険事務所
滞納整理係長

貝塚社会保険事務所
滞納整理係長

免職 H11.6.29
H14. 3.25
不起訴

－ －
H11. 4.30
全額返済

公表

（注２） 「公表、未公表の別」欄の「公表」は、報道機関が独自取材により報道したもの。

（注３）　（　）内の年月日は監督者処分に係る年月日である。

H10.11.26 － 公表H10.12.28
H11. 6.18
不起訴

－ －31
蒲田社会保険事務所
年金専門官

行為者行方不明、後
に処分日前の死亡を
確認。処分無効

（注４） 行為者が事件発覚直後に死亡、その相続人が相続を放棄したことから債権消滅。
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行為時 処分時
項番 事案の発生時期 告発年月日等 起訴年月日等処分年月日 処分量定

横領した公金の種類
（横領金額）

被処分者の所属・役職
報道の有無

判　　決
（年月日・量刑）

  公表、
  未公表の別

返済状況

36 H11.12. 8
年金給付費
（44,437,389円）

H9.10～11.10
半田社会保険事務所
年金給付係長

半田社会保険事務所
年金給付係長

免職 H11.12.17 H12.12.26
   H13. 8.22
   懲役３年
   執行猶予５年

無し
（判決文）

H11.12. 7
全額返済

公表

37 H13. 2.28
健康保険給付費
（543,203円）

H12.12
玉出社会保険事務所
一般職員

玉出社会保険事務所
一般職員

免職 H13. 4.11
H13.12.25
不起訴

－ －
H13. 2.22
全額返済

公表

38 H14. 8.29
国民年金保険料
（2,655,110円）

H14.4～14.7
札幌西社会保険事務所
国民年金保険料収納指導
員

札幌西社会保険事務所
国民年金保険料収納指導
員

免職 H14. 9. 3 捜査中 － －
H14. 8.19
全額返済

公表

39 H14. 9.26
国民年金保険料
（478,800円）

H14.7～14.8
新発田社会保険事務所
国民年金推進員

新発田社会保険事務所
国民年金推進員

免職 H14. 9.26 H14.12. 6
H15. 2.28

懲役１年６月
執行猶予５年

有り
H15. 5.21
全額返済

公表

40 H15. 1.30
健康保険任意継続
保険料等
（521,386円）

H14.8～14.11
江戸川社会保険事務所
収納係長

江戸川社会保険事務所
収納係長

免職 H15. 1.30
H15.8.11
不起訴

－ －
15. 1.14
全額返済

公表

41 H15. 2.28
国民年金保険料
（212,800円）

H14.6～14.12
高岡社会保険事務所
国民年金保険料収納指導
員

高岡社会保険事務所
国民年金保険料収納指導
員

免職 H15. 2,28
H16.12.15
不起訴

－ －
H15. 2. 3
全額返済

公表

42 H15. 5.30
国民年金保険料
（172,900円）

H15.2～15.3
八代社会保険事務所
国民年金業務第２課長

八代社会保険事務所
業務第２課長

免職 H15. 5.30
H15. 9.12
不起訴

－ －
H15. 5.13
全額返済

公表

43 H15. 8.14
厚生年金保険料等
（312,486円）

H14.8～15.7
江東社会保険事務所
一般職員

江東社会保険事務所
一般職員

免職 H15. 8.14
H16. 5.24
不起訴

－ －
H15. 7.25
全額返済

公表

44 H15.11.18
年金給付費
（358,500円）

H12.10～13.6
下関社会保険事務所
国民年金調査官

下関社会保険事務所
主任国民年金調査官

免職 H13.11.22 H15.10.22
H15.12.10

懲役１年６月
執行猶予３年

有り
H15.10 7
全額返済

公表

45 H15.12. 8
国民年金保険料
（159,600円）

H15.3
新庄社会保険事務所
国民年金業務課長

新庄社会保険事務所
システム運用管理官

免職 H15.12. 8
H15.12.25
不起訴

－ －
H15.12. 3
全額返済

公表

46 H17. 6. 3
厚生年金保険料等
（790,675円）

H16.10～17.5

水戸北社会保険事務所
主任社会保険調査官
日立社会保険事務所
徴収課長

日立社会保険事務所
徴収課長

免職 H19. 7.31 捜査中 － －
H17. 7. 5
全額返済

公表

47 H17. 6. 3
厚生年金保険料等
（3,983,005円）

H16.8～17.3
浜松東社会保険事務所
徴収課長

静岡社会保険事務局
年金課
国民年金２係長

免職 H17.11.25 H17.12.16
H18. 2. 3

懲役１年４月
有り

H17. 6.13
全額返済

公表

48 H18. 2.21
国民年金保険料
（540,040円）

H17.12～18.2
愛媛社会保険事務局松山
東社会保険事務室
業務第２係長

愛媛社会保険事務局松山
東社会保険事務室
業務第２係長

免職 H18. 2.22
H19. 3.27
不起訴

－ －
H18. 2. 4
全額返済

公表
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行為時 処分時
項番 事案の発生時期 告発年月日等 起訴年月日等処分年月日 処分量定

横領した公金の種類
（横領金額）

被処分者の所属・役職
報道の有無

判　　決
（年月日・量刑）

  公表、
  未公表の別

返済状況

49 H18. 8.31
国民年金保険料
（1,905,380円）

H18.6
長野社会保険事務局長野
南社会保険事務室
保険料係長

長野社会保険事務局長野
南社会保険事務室
保険料係長

免職 H18. 8.31 H18. 9.20
H18.10.31

懲役１年６月
執行猶予３年

有り
H18. 8.10
全額返済

公表

50
    　（注３）

(H19. 1.30)
国民年金保険料
（1,005,900円）

H18.1～18.5
小倉南社会保険事務所
保険料係長

－
退職のため処分でき
ず（退職金返納に向
けて要請中）

H18.12.11 捜査中 － －
H19. 8.30
全額返済

公表

168,495,674円 － － －

免職　　　４１件
停職　　　　３件
処分できず　５件
処分無効　　１件

告発有　２７件
告発無　１５件
捜査当局に
情報提供　８件

起訴　　１１件
不起訴　１５件
捜査中　　３件

判決有り　　１１件
 執行猶予無し　１件
 執行猶予付き１０件

有り　　６件
無し　　５件

全額返済　４７件
返済中　　　２件
債権消滅　　１件
未返還　　　１件

公表　　　２４件
公表　　　　９件
未公表　　１７件

（注３）　（　）内の年月日は監督者処分に係る年月日である。

（注４）事案項番３１については、年金保険料について行為者死亡のため未返還、年金給付については不正受給者から返還中のため、１事案で２件のカウントとなっている。

○合　　　計：２２件 ○合　　　計：１３件 ○合　　　計：１５件

○被害額合計：33,652,267円 ○被害額合計：106,923,427円 ○被害額合計：27,919,980円

○被害者数合計：被保険者　３７８名

　　　　　　　  　 ：事業所　４０事業所

○処分の状況：免職１８名、停職１名 ○処分の状況：免職１１名、停職２名

　　◎ 平成７年９月以降の事案については、下関社会保険事務所の事案を除き、会計検査院への報告を行っている。　
　　　　ただし、それ以前については、書類が現存していないため、確認ができない。

事案件数５０件

（注２） 「公表、未公表の別」欄の「公表」は、報道機関が独自取材により報道したもの。

　              : 事業所　  １事業所

○処分の状況：免職１２名

　　（注５）処分の状況については、行為者行方不明、後に
　　　　　処分日前の死亡を確認し、処分無効となった事案
　　　　　が１件、行為者が既に退職していたため処分でき
　　　　　なかった事案が２件ある。

（注６）処分の状況については、行為者が既に
　　　退職していたため処分できなかった事案が
　　　１件ある。

（注７）厚生年金保険料と併せて健康保険料・児童手当
　　  拠出金を横領した金額を含む。

（注８）処分の状況については、行為者が既に退職して
　　　いたため処分できなかった事案が２件ある。

○被害者数合計：受給権者　１４名 ○被害者数合計：被保険者等　５３名

年金保険料に係る横領等の状況 年金給付金に係る横領等の状況 その他の給付金等に係る横領等の状況

(注５） (注６）

(注７）

(注８）

(注２）(注４）
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社会保険庁職員による横領等事案の内容

行為時 処分時

1
三重県民生部国民年金課
記録係長

津社会保険事務所
保険料課長

　三重県民生部国民年金課記録係長であった被処分者は、昭和３８年５月１０日から昭和３８年８月
６日の間に、記録係に保管中の国民年金証書を窃取しこれを偽造し、三重県津郵便局外４局から合計
１１件総額１７８，０００円の福祉年金を詐取した。

2
石川県厚生部国民年金課
一般職員

石川県厚生部国民年金課
一般職員

　石川県厚生部国民年金課職員であった被処分者は、昭和３８年１２月４日から昭和３９年２月２４
日までの間に、妻の母親の治療費にあてるため、失権等により社会保険事務所に返送された国民年金
証書を窃取しこれを改ざん、金沢県内の５つの郵便局から福祉年金総額３０１，２００円を詐取し
た。

3
宮城県民生部保険課
船員保険駐在員

仙台社会保険事務所
社会保険調査官

　宮城県民生部保険課船員保険駐在員であった被処分者は、昭和３７年９月１日から昭和３９年８月
３１日までの在任期間中、家電の購入費や遊興費にあてるため、船舶所有事業主及び船舶所有者から
私製の領収書を発行することにより、合計２７件総額３，３９４，７６８円の船員保険料を受領し、
これを国庫に払い込むことなく横領した。

4
香川県厚生部保険課
一般職員

－
　香川県厚生部保険課職員であった行為者は、小遣銭に困っていたため、昭和３７年５月から、管内
適用事業所職員と共謀して、傷病手当金請求書を偽造し、昭和３７年６月８日から昭和３８年３月５
日までの間に、健康保険傷病手当金計４２件に係る総額９８２，１０４円を詐取した。

5
沼津社会保険事務所
一般職員

沼津社会保険事務所
一般職員

　沼津社会保険事務所徴収課職員であった被処分者は、昭和４２年９月下旬頃から昭和４３年４月中
旬までの間に、４回にわたり郵政官署から返送されてきた傷病手当金等の国庫金送金通知書５通、券
面金額計７８，１４３円を窃取し、金融機関で現金化しこれを詐取した。

6
埼玉県民生部国民年金課
一般職員

埼玉県民生部国民年金課
一般職員

　埼玉県民生部国民年金課記録係職員であった被処分者は、昭和４３年９月下旬から昭和４４年８月
４日までの間に、社会保険事務所に保管されている国民年金証書を詐取しこれを架空名義の国民年金
証書に偽造し、埼玉県内の郵便局から２回にわたり、福祉年金８１，６００円を詐取した。その後余
罪が判明し詐取した金額は総額１，１６７，１００円となった。

7
大分社会保険事務所
一般職員

別府社会保険事務所
一般職員

　大分社会保険事務所業務第一課職員であった被処分者は、昭和４６年２月９日から昭和４６年７月
５日までの間に３件の健康保険出産手当金及び分娩費の請求書を偽造し、決定した当該手当金等に係
る国庫金送金通知書を現金化し、総額２１０，３２０円を詐取した。

項
番

事案の内容

被処分者の所属・役職



社会保険庁職員による横領等事案の内容

行為時 処分時

項
番

事案の内容

被処分者の所属・役職

8
福岡県民生部国民年金課
福祉年金第１係主任

福岡県民生部国民年金課
福祉年金第１係主任

　福岡県民生部国民年金課福祉年金第一係主任であった被処分者は、昭和４６年１０月初旬から昭和
４６年１２月２３日までの間に、未使用の国民年金証書７冊を窃取、このうち５冊を偽造し、これに
より福祉年金総額５６９，０００円を詐取した。

9
岐阜社会保険事務所
収納係長

岐阜社会保険事務所
庶務係長

　岐阜社会保険事務所徴収課収納係長であった被処分者は、昭和４７年１月５日から昭和４９年４月
３０日までの間に、岐阜社会保険事務所の窓口で納付された債務者からの返納金等３９件について、
母親の病気療養のための治療費や生活費にあてるため、①正しい領収証書を発行せず罫紙で作成した
仮領収証書を発行する、②現金が郵送されたものについて領収証書を発行しない、③正しい領収証書
を発行するが内部事務処理においては金額を少なく報告する、等の手口により、総額５３２，６１８
円を横領した。

10
仙台南社会保険事務所
給付専門官

仙台南社会保険事務所
給付専門官

　仙台南社会保険事務所の給付専門官であった被処分者は、昭和５１年７月５日から昭和５２年１２
月９日までの間に、知人女性との遊興費用にあてるため、当該知人女性と同姓同名の被保険者の記号
番号を使用した請求書や、この女性を受取の代理人とする請求書を偽造し、健康保険高額療養費３
件、被保険者分娩費・育児手当金１件の計４件をこの女性の預金口座に振り込ませ、総額６６９，６
９５円を詐取した。

11

日本橋社会保険事務所
健康保険給付係長
港社会保険事務所
社会保険調査官

港社会保険事務所
社会保険調査官

　被処分者は、日本橋社会保険事務所健康保険給付係長の職にあった昭和４９年３月２８日から昭和
５２年４月１１日までの間に７回、港社会保険事務所社会保険調査官の職にあった昭和５３年１月２
３日から昭和５３年９月２９日までの２回、計９回にわたり、自らの酒代等にあてるため、全喪事業
所の被保険者名簿から分娩年令相応の者を選び、その者の名義で預金口座を開設の上で請求書を偽造
する手口により、健康保険分娩費・育児手当金９件、出産手当金９件の計１８件、総額２，７６４，
９２８円を詐取した。

12
七尾社会保険事務所
一般職員

七尾社会保険事務所
一般職員

　七尾社会保険事務所徴収課職員であった被処分者は、賭事で負った借金３０数万円を返済するた
め、昭和５６年７月７日、汚損したと偽り産婦人科医院から入手した第三者の出産証明を変造等を行
うなどして偽造した架空名義の健康保険分娩費・育児手当金及び出産手当金の請求書を七尾社会保険
事務所に提出し、昭和５６年８月５日、自ら開設した架空名義の預金口座にこれらの給付金を振り込
ませ、総額３６３，６８０円を詐取した。



社会保険庁職員による横領等事案の内容

行為時 処分時

項
番

事案の内容

被処分者の所属・役職

13
旭川社会保険事務所
一般職員

旭川社会保険事務所
一般職員

　旭川社会保険事務所業務第一課の職員であった被処分者は、昭和５５年９月３０日から昭和５６年
９月１６日までの間、８回にわたり、遊興費や競馬の資金にあてるため、すでに資格喪失している被
保険者の事業所記号番号を使い架空の被保険者を仕立て、また、架空の医療機関のゴム印及び医師印
を作成し架空の分娩証明を行った上で請求書を偽造し、あらかじめ開設した預金口座に振り込ませる
という手口により、健康保険分娩費・育児手当金８件、出産手当金８件の合計１６件、総額２，７９
０，５８４円を詐取した。

14
平社会保険事務所
適用係長

平社会保険事務所
船員保険調査官

　平社会保険事務所適用係長であった被処分者は、昭和５４年１２月、自己の借金返済にあてるた
め、国民年金の特例納付に係る保険料１２１，０６０円を年金相談来訪者から預かり、国庫に払い込
むことなく横領した。また、昭和５３年３月から６月までの間、死亡した者の妻の名を使用し、厚生
年金保険遺族年金の受給資格を捏造する等して裁定請求し、昭和５３年６月から昭和５７年２月まで
の間に、同年金２件、４，８１５，５６９円を詐取した。このほか、５４年９月、健康保険任意継続
被保険者である相談者から現金２０，０００円を受け取り、不正に健康保険の任意継続被保険者の資
格取得処理を行い、同額を詐取した。さらに、昭和４４年８月、不正に自分の妻を健康保険の被保険
者に仕立てて、昭和４５年２月から３月にかけて分娩給付費請求書を偽造し、５５，６００円を詐取
した。

15
奈良県民生部国民年金課
一般職員

奈良県民生部国民年金課
一般職員

　奈良県民生部国民年金課裁定第一係職員であった被処分者は、昭和５７年４月１２日から昭和５７
年１１月１２日までの間、自らの過失により起こした交通事故による自家用車修理代の金策に困り、
福祉年金受給権者の死亡届に添付される等して提出された国民年金証書計１１冊について、本来行う
べき無効処理をせず、自分が支払記録事務を担当している市町村への住所変更及び支払郵便局変更を
無断で行い、さらに印鑑を購入し印鑑変更の手続きを行った上で、計１３回にわたり、これらの国民
年金証書と印鑑を郵便局に持参して福祉年金給付費を受け取り、総額１，７９４，３００円を詐取し
た。

16
社会保険庁年金保険部
支払第１２係長

社会保険庁年金保険部
支払第１２係長

　社会保険庁年金保険部支払第十二係長であった被処分者は、昭和６０年７月５日から昭和６１年２
月５日までの間、金に困り、死亡した受給者のデータを不正に利用し、３回にわたりＶＤＴ装置から
架空の未支給年金の支払データを入力し、あらかじめ開設しておいた他人名義の銀行口座へ送金さ
せ、５１８，４００円を詐取した。

17
社会保険庁年金保険部
一般職員

社会保険庁年金保険部
一般職員

　社会保険庁年金保険部の職員であった被処分者は、昭和６０年９月１０日から昭和６０年１２月３
日までの間、金に困り、死亡した受給者のデータを不正に利用し、２回にわたり、ＶＤＴ装置から架
空の未支給年金の支払データを入力し、あらかじめ開設しておいた他人名義の銀行口座へ送金させ、
１，５９９，０００円を詐取した。

18
八王子社会保険事務所
徴収第２係長

八王子社会保険事務所
徴収第１係長

　八王子社会保険事務所徴収課徴収第2係長であった被処分者は、昭和60年9月7日から昭和61年3月7日
までの間、6回にわたり事業所から徴収した厚生年金保険料等214,540円を費消目的のため、国庫に払
い込むことなく、これを横領した。



社会保険庁職員による横領等事案の内容

行為時 処分時

項
番

事案の内容

被処分者の所属・役職

19
大森社会保険事務所
主任社会保険調査官

－

　大森社会保険事務所主任社会保険調査官であった行為者は、自己の借金の返済に充てるため、昭和
６０年１１月１６日から同年１２月９日の間に、大森社会保険事務所の窓口装置で年金給付原簿記録
を照会し、これにより得た情報をもとに同年１２月２４日から同月３０日の間に、実在する５名の厚
生年金受給者にかかる住所支払機関変更届を偽造・提出し、このうち４件（他の１件は書類不備によ
り未遂）総額２，２２１，６８０円について、昭和６１年２月１日あらかじめ開設した架空の預金口
座に厚生年金を振り込ませ詐取した。

20
青森県生活福祉部
国民年金課
福祉年金第２係長

青森県生活福祉部
国民年金課
福祉年金第２係長

　青森県生活福祉部国民年金課福祉年金第2係長であった被処分者は、昭和62年8月13日から同年11月9
日までの間、借金返済や競輪に使う現金欲しさに、国民年金課に失権届と一緒に返付された国民年金
証書を窃取をして、住所及び支払局を偽造し、郵便局から不正に引き出すことにより、福祉年金給付
費7件総額1,646,000円を詐取した。

21
社会保険業務センター
一般職員

社会保険業務センター
一般職員

　社会保険業務センター業務管理課職員であった被処分者は、平成元年７月１２日から同年１１月１
日の間、自己の借金の返済に充てるため、債務者から送金のあった加給年金額に係る過払金等の返納
金４件、総額２９４，３３２円を国庫に払い込むことなく横領した。

22
唐津社会保険事務所
適用指導官

佐賀社会保険事務所
医療相談官

　唐津社会保険事務所適用指導官(国民年金保険料課付)であった被処分者は、平成元年11月6日から平
成2年9月3日までの間、女性に対する資金援助や借金の返済にあてるため、国民年金保険料現金領収書
を改ざんし、8名の被保険者から納付のあった国民年金保険料368,840円を国庫に払い込むことなく、
これを横領した。

23
大月社会保険事務所
適用指導官

大月社会保険事務所
適用指導官

　大月社会保険事務所適用指導官であった被処分者は、平成４年２月２０日から同年４月２２日の
間、自己の借金の返済に充てるため、大月市等で行った納入督励などにおいて、被保険者から納付の
あった国民年金保険料５件、総額４４１，６００円を国庫に払い込むことなく横領した。

24
玉出社会保険事務所
一般職員

玉出社会保険事務所
一般職員

　玉出社会保険事務所健康保険給付第1係員であった被処分者は、平成4年7月21日から同年8月26日ま
での間、カードの支払や遊興費にあてるため、健康保険分娩給付費の請求書を偽造し、国庫金送金通
知書により郵便局で現金化、または、被保険者と同姓の友人から譲り受けた銀行口座に振り込むこと
により、総額960,000円を詐取した。

25
墨田社会保険事務所
裁定係長

北社会保険事務所
国民年金調査官

　墨田社会保険事務所裁定係長であった被処分者は、平成５年６月４日から平成７年６月１５日の
間、自己の借金の返済に充てるため、墨田社会保険事務所の窓口装置で、架空の国民年金障害基礎年
金受給者原簿を作成し、自ら開設した受給者名義の金融機関口座に、障害基礎年金総額１１，７９
１，７６４円を振り込ませ、これを詐取した。
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26
直方社会保険事務所
国民年金業務課長

福岡県民生部保険指導課
保険施設係長

　直方社会保険事務所国民年金業務課長であった被処分者は、平成7年3月28日、飲食代の借金の返済
にあてるため、国民年金保険料現金領収書を改ざんすることにより、被保険者が納付した国民年金追
納保険料834,780円を国庫に払い込むことなく、これを横領した。

27
茨城県福祉部保険課
一般職員

土浦社会保険事務所
業務係長

　茨城県福祉部保険課会計係員であった被処分者は、平成6年7月8日から平成7年12月22日までの間、
仕事上によるストレスなどから気分がむしゃくしゃしていたため周囲の人を困らせてやろうと思い、
船員保険傷病手当金等の請求書をねつ造し、また国庫金振込明細表を不正に作成して、6回にわたり船
員保険傷病手当手金及び家族葬祭料総額5,778,014円を友人名義の口座に振り込み、友人から預かって
いたキャッシュカードでこれを引き出し詐取した。

28
練馬社会保険事務所
国民年金調査官

練馬社会保険事務所
国民年金調査官

　練馬社会保険事務所国民年金調査官であった被処分者は、平成８年５月２７日から平成９年１月１
３日までの間、本人が過去に起こした交通事故の示談金や妻の借金の返済等で消費者金融業者を始め
とする総額1,000万円の借金の返済に困り、２９回にわたり、現金領収した国民年金保険料について、
領収書、現金出納簿上の領収金額は正しい額を記載し、日銀に払い込む現金払込書には少ない金額を
記入することにより、その差額分計４，４５６，８００円を国庫に払い込むことなく横領した。

29
札幌西社会保険事務所
適用・医療給付業務次長

札幌西社会保険事務所
適用・医療給付業務次長

　札幌西社会保険事務所適用・医療給付業務次長であった被処分者は、平成９年２月２０日から同年
１１月２８日までの間、高額療養費未請求の診療報酬明細書を管理する職務に就き、毎月時効となる
診療報酬明細書を決裁するうちに、この未請求の高額療養費を詐取できないかと漫然と考えるように
なり、小遣い欲しさから、時効寸前の未請求の高額レセプトから対象者を選び、被保険者本人から高
額療養費の支給申請がなされたかのごとく高額療養費支給申請書を捏造し、知人のスナック経営者を
受領代理人として、延べ１８件、総額８，４５８，８３６円の高額療養費を詐取した。

30
社会保険業務センター
主任相談官

社会保険業務センター
主任相談官

　社会保険業務センター主任相談官であった被処分者は、平成元年５月１８日から平成１０年２月３
日の間に、被保険者に無断で老齢年金の裁定請求を行い、延べ支払回数５１回、総額９，０７８，１
８８円を自ら開設した郵便局口座等に振り込ませるなどしてこれを詐取した。

　蒲田社会保険事務所年金専門官であった行為者は、分任収入官吏として保険料収入を行っていた平
成６年８月３１日から平成８年６月２８日までの間、被保険者に交付する領収証書を改ざんし、当該
領収した国民年金保険料１３３件、総額１２，６６１，３６０円を国庫に払い込むことなく横領し
た。
また、平成８年８月２０日から平成１０年８月２１日までの間、国民年金被保険者の納付記録を改ざ
んする見返りとして、同被保険者から金員を受領し、もって、１９名の国民年金保険料納付記録の改
ざんを行い、総額２６，４４７，３３７円の老齢基礎年金等を不当に支給した。
なお、行為者に対しては平成１０年１１月２日付けで免職処分を行い、本人行方不明のため、その旨
を官報掲載した。しかしながら、後日、処分日前の死亡が確認されたため、当該処分は無効となって
いる。

蒲田社会保険事務所
年金専門官

31 －
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32
城東社会保険事務所
一般職員

－

　城東社会保険事務所国民年金業務課職員であった行為者は、平成８年８月中頃、女性問題で金が必
要となったため、社会保険事務所庶務課金庫に保管されていた国民年金保険料現金領収証書未使用分
を持ち出し、同年８月２６日と９月１０日に納付のあった保険料５件、総額２７８，１２０円を国庫
に払い込むことなく横領した。

33
城東社会保険事務所
国民年金業務係長

－

　城東社会保険事務所国民年金業務係長であった行為者は、平成６年２月１０日から平成１０年７月
９日の間、住宅ローンの返済等に充てるため、社会保険事務所の窓口装置で、被保険者の国民年金保
険料納付記録を改ざんし、不正入力を行い過誤納金３５２，０００円を発生させ、これを横領した。
また、別の被保険者の記録の不正入力を行い、年金を不正に支給しようとしたが未遂に終わった。

34
高知東社会保険事務所
国民年金保険料係長

高知県健康福祉部
国民年金課付

　高知東社会保険事務所国民年金保険料係長であった被処分者は、平成１０年８月１１日から同年１
１月２７日までの間、自らが消費者金融業者から借り入れた借金の返済に困り、被保険者から納付の
あった国民年金保険料合計５件、総額６６３，０８０円を国庫に払い込むことなく横領した。

35
貝塚社会保険事務所
滞納整理係長

貝塚社会保険事務所
滞納整理係長

　貝塚社会保険事務所滞納整理係長であった被処分者は、平成９年１２月５日から平成１１年３月２
３日までの間、自己の借金の返済に充てるため、４事業所から１９回にわたり領収した厚生年金保険
料等８６１，９８０円のうち、１４回分５４５，１６０円を国庫に払い込むことなく横領した。

36
半田社会保険事務所
年金給付係長

半田社会保険事務所
年金給付係長

　半田社会保険事務所年金給付係長であった被処分者は、平成９年１０月１３日から平成１１年１０
月１９日の間、自分が病気であることから家族の将来のことを思い、社会保険事務所の窓口装置で、
架空の人物などの被保険者記録を不正に作成等するとともに、裁定請求書を偽造し、自ら開設した金
融機関の口座に厚生年金老齢年金等総額４４，４３７，３８９円を振り込ませ、これを詐取した。

37
玉出社会保険事務所
一般職員

玉出社会保険事務所
一般職員

　玉出社会保険事務所総務課会計係員であった被処分者は、平成１２年１２月２１日、自己の借金の
返済に充てるため、保険給付金（柔道整復施術療養費）支払いのための国庫金振込明細票を、日本銀
行に持ち込む際、自己の口座に振り込まれるように手作業で改ざんした国庫金振込明細票とこれを差
し替え、翌２２日に、健康保険療養費総額５４３，２０３円を詐取した。

38
札幌西社会保険事務所
国民年金保険料収納指導
員

札幌西社会保険事務所
国民年金保険料収納指導員

　札幌西社会保険事務所国民年金保険料収納指導員であった被処分者は、平成１４年４月４日から同
年７月２３日までの間、自己の借金の返済に充てるため、職務として現金を領収することができない
にも拘わらず、国民年金被保険者３４名から納付のあった国民年金保険料を偽造した領収書により現
金領取し、同保険料総額２，６５５，１１０円を国庫に払い込むことなく横領した。
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39
新発田社会保険事務所
国民年金推進員

新発田社会保険事務所
国民年金推進員

新発田社会保険事務所国民年金推進員であった被処分者は、新発田市内で平成１４年７月３１日か
ら同年８月１５日までの間に行った国民年金保険料戸別徴収において、国民年金被保険者から納付の
あった国民年金保険料を自己の借金返済のため、偽造した現金領収書により現金領収し、合計１４名
から総額４７８，８００円の保険料を国庫に払い込むことなく横領した。

40
江戸川社会保険事務所
収納係長

江戸川社会保険事務所
収納係長

江戸川社会保険事務所徴収課収納係長であった被処分者は、平成１４年８月２７日から同年１１月
２８日までの間、江戸川社会保険事務所窓口にて健康保険任意継続被保険者から納付された健康保険
料６件、計４２１，３８６円及び社会保険適用事業所より納入された健康保険料１００，０００円に
ついて、現金領収証書を被保険者及び事業所へ交付後、領収済通知書及び領収控を隠蔽し、国庫に払
い込むことなく総額５２１，３８６円を住宅ローンの返済にあてるため横領した。

41
高岡社会保険事務所
国民年金保険料収納指導
員

高岡社会保険事務所
国民年金保険料収納指導員

高岡社会保険事務所国民年金保険料収納指導員であった被処分者は、小遣い銭欲しさから、職務と
して現金を収納することができないにもかかわらず、平成１４年６月２１日から同年１２月２８日ま
での間に、氷見市及び新湊市において国民年金被保険者２名から、延べ５回にわたり納付された国民
年金保険料を偽造した領収書により現金領収し、国庫に払い込むことなく総額２１２，８００円を横
領した。

42
八代社会保険事務所
国民年金業務第２課長

八代社会保険事務所
業務第２課長

　八代社会保険事務所国民年金業務第２課長であった被処分者は、平成１５年２月１７日、同年３月
３日及び３月１０日に、同事務所の国民年金保険料収納指導員が国民年金被保険者から預かった１２
名分の国民年金保険料２８０，５００円を受領したが、そのうち６名分総額１７２，９００円につい
て、国庫に払い込むことなく横領した。

43
江東社会保険事務所
一般職員

江東社会保険事務所
一般職員

江東社会保険事務所徴収課係員であった被処分者は、平成１４年８月２９日から平成１５年７月２
３日までの間、社会保険適用事業所に臨場して４事業所から厚生年金保険料等を現金領収したが、自
己の借金返済のため、それを国庫に払い込むことなく同保険料総額３１２，４８６円を横領した。

44
下関社会保険事務所
国民年金調査官

下関社会保険事務所
主任国民年金調査官

　下関社会保険事務所国民年金調査官であった被処分者は、知人（年金受給に必要な被保険者期間が
不足している者）と共謀し、平成１２年１０月５日、知人の氏名と同音の者の被保険者記録のうち生
年月日を不正に訂正し、平成１３年３月９日知人の住所地を所管する福井社会保険事務局敦賀事務所
に老齢厚生年金を請求し、同年６月１５日、知人の口座に厚生年金３５８，５００円を振り込ませ詐
取した。

45
新庄社会保険事務所
国民年金業務課長

新庄社会保険事務所
システム運用管理官

　新庄社会保険事務所国民年金業務課長であった被処分者は、平成15年3月5日、消費者金融等からの
借入金の返済に充てるため、国民年金保険料の領収証書を不正に改ざんし、窓口で収納した12ヶ月分
の国民年金保険料総額１５９，６００円を国庫に払い込むことなく横領した。
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46

水戸北社会保険事務所
主任社会保険調査官
日立社会保険事務所
徴収課長

日立社会保険事務所
徴収課長

　水戸北社会保険事務所主任社会保険調査官であった被処分者は、平成16年10月29日から平成17年2月
28日までの間、自己の借入金の返済に充てるため、厚生年金保険料等の領収証書を不正に入手・使用
し、５回にわたり計３事業所から収納した厚生年金保険料等合計４２６，６７５円を国庫に払い込む
ことなく横領した。
　また、日立社会保険事務所徴収課長となった被処分者は、平成１７年５月２５日、不正入手した厚
生年金保険料等の領収証書を使用し、事業所から収納した厚生年金保険料等の延滞金相当額３６４，
０００円を国庫に払い込むことなく横領した。

47
浜松東社会保険事務所
徴収課長

静岡社会保険事務局
年金課
国民年金２係長

　浜松東社会保険事務所徴収課長であった被処分者は、平成16年8月5日から平成17年3月7日までの
間、自己の借入金の返済に充てるため健康保険料等の領収証書を改ざんし、６回にわたり２事業所か
ら自らが領収した健康保険料等計３，９８３，００５円を、国庫に払い込むことなく横領した。

48
愛媛社会保険事務局
松山東社会保険事務室
業務第２係長

愛媛社会保険事務局
松山東社会保険事務室
業務第２係長

　愛媛社会保険事務局松山東社会保険事務室国民年金課業務第２係長であった被処分者は、自己の借
入金の返済に充てる目的で、国民年金被保険者が平成17年12月22日、27日及び28日に窓口納付した保
険料４２０，０４０円を国庫に払い込むことなく横領した。
　また、被処分者は、その行為が発覚した平成18年2月2日、当日窓口領収された国民年金保険料が保
管されていた手提げ金庫より現金１２０，０００円を逃走資金として窃取した。

49
長野社会保険事務局
長野南社会保険事務室
保険料係長

長野社会保険事務局
長野南社会保険事務室
保険料係長

　長野社会保険事務局長野南社会保険事務室保険料係長であった被処分者は、自己の借金返済に充て
るため、平成１８年６月１２日から同月３０日までの間、自らが担当する窓口において領収した保険
料に係る決裁を上司に回さないことにより不正行為を隠蔽し、社会保険事務所の窓口において自ら現
金領収した国民年金保険料、２３名分、総額1,905,380円を国庫に払い込むことなく横領した。

50
小倉南社会保険事務所
保険料係長

－

　小倉南社会保険事務所保険料係長であった被処分者は、自己の借金返済に充てるため、平成１８年
２月１日から同年５月１５日までの間に、７名の国民年金被保険者宅を訪問し、同年１月中旬頃に事
務所内の金庫から盗み出した現金領収証書を使用して国民年金保険料を現金領収し、もって、同保険
料７名分、総額1,005,900円を国庫に払い込むことなく横領した。



有 無 有 無

平成９年度以前 25 3 2 7 23 6 6 2 4 4 9 17 28 1 1

平成１０年度以降 16 0 4 20 0 5 5 4 1 20 0 0 19 1 1

合　計 41 3 6 27 23 11 11 6 5 24 9 17 47 2 2

(注１)　処分日前に死亡していたため処分できなかった者である。

(注２)　事案項番３１については、年金保険料について行為者死亡のため未返還、年金給付については不正受給者からの返還中のため、
　 　　　１事案で２件のカウントとなっている。

返済状況

庁が公表 マスコミ報道 未公表

刑事事件としての扱い（告発等）処　　分

判　決

公　　表

社会保険庁職員による横領等事案調査結果（集計表）

返済中 未返済
退職・死亡で
処分出来ず免　職 停　職 起　訴

告　発 判決に係る報道
返済済

注１
注２注２（１）
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